


① アーバンスポーツとは 

② 自身が行なっている体験会等 

③ パークを作るメリット 



①アーバンスポーツとは 

アーバンスポーツは「ライフスタイルスポーツ」であるという特徴から、順位を争うことよりも、自らが楽しみ仲間
や観る人たちも一体となって楽しむことが優先される。そのため、アーバンスポーツの会場はフェスティバル化さ
れ、観客もアスリートとともに楽しむことができるものがアーバンスポーツ。 

アーバンスポーツの認知度が高くなったきっかけは、TOKYO2020でスケートボードとBMX が初めて起用されたこ
と。最近では超有名ヒップホップアーティスト、AK69さんが小牧市のスケートパークにジャンプ台を寄贈したこと
でも話題になっている。 

そこで子どもたちのBMX 、スケートボードなどのアーバンスポーツへの認知度が上がり、競技人口が増えている現
状ではあるが、まだ見る機会、体験する機会、練習場所、全てにおいて少ないことがスポーツ庁のアンケートのグ
ラフからもわかります 











 

 今後の大きな世界大会の予定です ⇨

2022年の海外で行われていた世界大会では好成績を
得ることが出来ました。 
今年の５月に千葉県で行われる『Xゲーム』 
2024年にパリで開催される『オリンピック』でも 
表彰台の可能性は大いにあります。 

例えば、少し前に話題になった将棋の藤井聡太プロ。 
彼が話題になることで将棋人口が1000万人を超えたと言われています。 

アーバンスポーツではオリンピックで堀米雄斗選手の影響で、パーク利用
者が1.5倍に増加したデータが出ております。 

話題になると競技人口が増えることがデータからも分かるようにBMXも
今後の大会で、競技人口が加速する予想がされています。



② 自身が行なっている体験会等 
SAMURIDE BMX CLUBでは、東京オリンピック解説者であり、 
現在は全日本のコーチである代表が、日本全国を回りショーや体験会で 
BMXに触れ合ってもらう事を目的としています。 



③ パークを作るメリット 
１・地域活性化 
他県や地方から練習目的で来る方が増えるので、経済効果が期待される 

２・選手育成、強化 
今後秘めた可能性を発掘し、世界大会やオリンピック等に出場する選手を輩出 
出来る環境の第一歩に繋がる 

３・子供たちの選択肢が増える 
スケートパーク一つで、年齢やジャンルを問わず交流することが出来る 
今までアーバンスポーツを行う機会がなかった子供たちが挑戦するきっかけの一つになる 


